
　

１
９
８
９
年
４
月
１
日
に
消
費
税
が

導
入
さ
れ
36
年
、
は
じ
め
は
３
％
、
そ

の
後
５
％
、
８
％
、
そ
し
て
２
０
１
９

年
10
月
か
ら
10
％
と
な
り
、
２
０
２
０

年
度
か
ら
は
消
費
税
収
は
税
収
に
占
め

る
割
合
が
一

番
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
２

０
２
３
年
10

月
か
ら
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度

が
強
行
さ
れ

ま
し
た
。
消

費
税
は
、
収

入
２
０
０
万

円
以
下
で
は

10
・
５
％
の

負
担
、
収
入

２
０
０
０
万

円
を
超
え
る

と
負
担
は
わ

ず
か
１
・
８
％
と
い
う
最
も
不
公
平
な

税
制
で
す
。

　

相
次
ぐ
物
価
高
で
く
ら
し
は
苦
し

く
、
た
め
息
が
。
２
０
２
３
年
は
食
品

な
ど
３
万
２
千
品
目
以
上
が
値
上
げ
さ

れ
そ
の
勢
い
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。「
生

活
意
識
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

（
日
本
銀
行
２
０
２
４
年
１
月
13
日
発

表
）
で
は
、
１
年
前
と
比
べ
て
現
在
の

暮
ら
し
向
き
に
つ
い
て
「
ゆ
と
り
が
な

く
な
っ
て
き
た
」
が
57
・
４
％
、
そ
し

て
、
消
費
税
減
税
を
求
め
る
声
が
６
割

に
。
し
か
し
、
岸
田
政
権
は
こ
の
声
に

背
を
向
け
た
ま
ま
で
す
。
能
登
半
島
地

震
か
ら
３
カ
月
が
過
ぎ
、
被
災
者
の
生

活
・
生
業
を
再
建
す
る
費
用
に
も
消
費

税
が
大
き
な
負
担
に
。
被
災
地
支
援
に

も
消
費
税
の
減
税
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

裏
金
に
課
税
を
！

　

自
民
党
の
主
要
５
会
派
閥
の
パ
ー

テ
ィ
ー
券・裏
金
問
題
。
こ
の
裏
金
（
総

額
５
億
７
９
４
９
万
円
）
に
課
税
す
る

と
１
億
３
５
３
３
万
７
９
２
０
円
（
全

商
連
試
算
）。
こ
れ
に
課
税
す
る
こ
と

こ
そ
国
民
の
声
で
す
。
い
ま
、
景
気
が

良
い
か
悪
い
か
を
表
す
国
民
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
低
下
し
、
日
本
の
２
０

２
３
年
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
世
界
３
位
か

ら
４
位
に
。
個
人
消
費
の
落
ち
込
み
に

よ
っ
て
日
本
は
経
済
が
成
長
し
な
い
国

に
。

　

岸
田
内
閣
支
持
率
14
％
、
12
年
の
自

民
党
政
権
復
帰
後
過
去
最
低
に
。（
２

月
17
～
18
日
：
毎
日
新
聞
・
社
会
調
査

研
究
セ
ン
タ
ー
）、
そ
し
て
、「
裏
金
問

題
で
解
明
は
進
む
と
思
う
か
」
に
対
し

て
は
「
思
わ
な
い
」
が
91
％
（
同
上
）

で
す
。
い
ま
世
界
１
０
９
の
国
・
地
域

で
付
加
価
値
税
（
日
本
の
消
費
税
）
の

減
税
を
実
施
。
今
こ
そ
、
税
金
の
集
め

方
と
使
い
方
に
異
議
あ
り
！　

の
声
を

上
げ
る
と
き
で
す
。
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能
登
半
島
大
地
震  

被
害
者
救
援
募
金

送
金
先
は
郵
便
振
替
口
座
番
号

０
０
１
３
０
―
2
―
１
６
９
２
２

通
信
欄
に「
救
援
募
金
」と
お
書
き
く
だ
さ
い
。

税
金
の
集
め
方
と
使
い
方
に
異
議
あ
り

税
金
の
集
め
方
と
使
い
方
に
異
議
あ
り

裏
金
の
徹
底
究
明
を
！

京都市四条烏丸交差点で宣伝・署名行動をする京都の会の皆さん




